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1

秘Ｂ

はじめに～

ヨークベニマルが有機野菜の拡大を進めるにあたって

セブン&アイ・ホールディングスとして環境問題に本気で取り組んで

いく決意を示したグリーンチャレンジ2050の基本理念の実行

具体的に青果部としては

「有機農産物」「三ツ星農産物」の拡大

「包装資材」の削減

店舗での二酸化炭素削減と理解促進

持続可能な農産物の拡大

有機農産物生産者さんの支援
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秘Ｂ本日の報告内容

1, セブン&アイ・ホールディングス方針の振り返り、長期計画

2, 24年度取り組み報告

3, 25年度計画・途中経過報告



3

秘Ｂ

世界状況からの日本の政策

1-1 みどりの食料システム戦略から



4

秘Ｂ

・2100年まで平均気温が4度上昇、日本の熱帯化

夏は40度超え、食料不足、水の枯渇、作物の収穫量減（日経新聞25/7/13掲載）

自給率の低下により、飢餓の蔓延

・温暖化により食料の奪い合い、戦争の発生

（長期にわたるロシア、ウクライナ戦争は何をもたらしたか・・・）

・水が最も希少な資源になる

水が石油よりも貴重になり、水をめぐる戦争（エジプト・パキスタンのダム問題）

深刻な不足、パキスタン、インド、中国（すべて核保有国）

1-2 地球温暖化による未来予想

◎これからのテーマ

・いかに二酸化炭素の排出量を削減し、環境問題に取り組むか

積極的に有機農産物に取組み、農薬使用の削減

・環境に対応したテクノロジーの開発（農業分野）
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秘Ｂ1-3 セブン&アイ・ホールディングス グループ方針

有機、特栽、三ツ星

農薬、包材使用

有機・GAP対象



6

秘Ｂ

・環境配慮に取組み、未来の豊かな日本を守りたい

・出来るだけ「安全で美味しい」農産物を拡大したい

1-4 YBが目指す有機農産物計画

◆目指す取組みプラン

①持続可能な生産、販売、消費活動

出店県別に「YB版オーガニックビレッジ」構想

県別に生産者との組織活動

生産者と共同イベント企画（店舗販売企画）

②2030年までに「有機農産物」取り扱い店拡大

店舗販売規模、マーケットで決定

③2050年取り扱い金額目標

野菜内売上構成5％、金額目標 億
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秘Ｂ

2050年度を目標に、売上構成5.0％、 億を達成する為に ※花抜き構成比

2030年度売上構成3.0％、2040年度売上構成比4.4％を目標に取り組みを実施

1-5 有機農産物長期売上計画（野菜計画）



8

秘Ｂ本日の報告内容

1, マーケット状況、方針の振り返り、長期計画

2, 24年度取り組み報告

3, 25年度計画・途中経過報告



9

秘Ｂ

ヨークベニマルの集荷体制について



10

秘Ｂ

・日本全国から有機野菜を集荷し小分け箱詰めをしてもらい出荷

・現在250店舗中158店舗に納品、展開している

2-1 有機野菜取り扱い店舗全店を対象に納品

帳合先B

（小分け認証）

ヨークベニマル

各センター

ヨークベニマル158店舗
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秘Ｂ

・セントラルで納品している有機野菜の産地構成は千葉県、北海道、青森県、長野県と続く

2-2 有機野菜取り扱い店舗全店を対象に納品
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秘Ｂ2-3 有機野菜品目別売上構成比



13

秘Ｂ

・お取引先様とチームを組み、全国から有機野菜を集荷してもらい

小分けし、詰め合わせBOXとして各店へ納品

2-4 有機野菜取り扱い店舗全店を対象に納品

ベジコープ事例



14

秘Ｂ

・売場展開の実現「プロパー」「平台」2パターンに絞りながら店舗拡大

・今後の展開をどうしていくかも課題のひとつ

2-5 有機野菜展開例



15

秘Ｂ

ヨークベニマルの福島県の取り組み



16

秘Ｂ

・産地へお邪魔しながら打ち合わせを重ね意見交換の実施

・圃場へ行き生産の苦労等、現地で確認 定例会実施

2-6 24年度取り組み報告



17

秘Ｂ

・「商品規格書」の作成 現地で実際に商品を確認しながら1品1品決める

・発売する商品は必ず商品写真、商品規格を決定してから販売する

2-7 24年度取り組み報告

基本年間契約、売価・原価固定だが相場を確認しながら内容量で調整している



18

秘Ｂ

・各グループから産地カレンダーをまとめ、共有

多い商品、少ない商品等まとめながら長期的に確認していく

2-8 各グループと産地カレンダー作成



19

秘Ｂ

・新規生産者さんの支援

・2年前から転換期間中の圃場からスタートしYBとの取り組みを理解してもらっていた

・今期から有機認証取得し取り組み開始

2-9 出荷量を増やす取り組み

24年と25年の比較29品目増
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秘Ｂ

・新規就農者の支援

・有機野菜を勉強し独立を目指している

・YBとの取り組みを研修で学びながら理解し安心して独立できる支援が出来ている

2-10 出荷量を増やす取り組み
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秘Ｂ

◎ヨークベニマルオーガニックビレッジ構想の実現

2-11 福島県取り組み報告

・二本松2グループは軌道に乗り始め

生産者さんとのコミュニケーション、

安定した供給が実現できている

・白河の旬彩ファームとの取り組みが

弱かった 売上納品との区別課題

・喜多方市は高橋SV中心に会議出席

25年度から始動

・会津若松市は協議会のメンバーで

10月設立総会実施予定

・永島さんは24年度からスタートし

徐々に拡大中 25年計画確認

・楢葉昊ファームは25年度へ向けて準備
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秘Ｂ

各産地の生産者様をグループ化し集荷を実施

帳合先A様に小分け認証を取得してもらい詰め合わせにし各店舗に納品

2-12 福島県取り組み報告

生産者グループA
生産者グループB

生産者グループC

帳合先A

（小分け認証）

ヨークベニマル

郡山センター

いわきセンター

福島県内店舗 78店舗

この取り組みを

各地区に拡大する計画
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秘Ｂ2-13 各エリア取り組み報告
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秘Ｂ2-14 24年度取り組み報告（九州地区からの集荷）

出店エリアごとにYB版

オーガニックビレッジ構想を

実現させるように進める一方で

全国からの集荷も実施

「五十鈴・有機のこれからを耕す会」と

取り組み、

鹿児島県産新じゃが芋を販売

店舗から好評の意見あり

次年度は更に拡大販売する

計画を持つ

じゃが芋以外に南瓜、長芋等拡大する

計画を持つ
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秘Ｂ2-15 ヨークベニマル売上No1つくば竹園店の展開

・地場野菜に近い場所で展開

・目立つ場所で展開されている

・客層とすれば健康志向の

お客様が多く普段の生活でも

有機・三ツ星の需要が多い



26

秘Ｂ本日の報告内容

1, マーケット状況、方針の振り返り、長期計画

2, 24年度取り組み報告

3, 25年度計画・途中経過報告
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秘Ｂ3-1 25年度有機野菜計画

◎25年度目標売上金額（野菜）

千円 昨年比140.2％ 野菜（花抜き）構成比1.22％

◎展開拡大計画

福島県内は全店展開へ 今年のチャレンジは旬彩ファーム

二本松の仕組みが出来た事で県内産有機野菜は全店品揃え実施

各県ではオーガニックビレッジ宣言都市付近店舗の品揃えスタート

◎販促計画

「みえるらべる」の取り組み拡大

水煮やきのこ、カットサラダの販売

有機野菜有人販売の計画

◎各地区有機野菜取り組み強化

各県、各地区での取り組みをエリアMD、SVと進める ここが一番大切

BC商品の販売の仕方含め検討必要（小分け認証帳合先必須）
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秘Ｂ3-2 25年度計画（福島県会津エリア） 高橋SV連動

・二本松グループ

「見える化ラベル」の進行 2月には申請を確認し進める

カレンダーの細分化し昨年比を確認

安定供給を目標に定期会議実施しながら進める

・旬彩ファーム

25年度再度入り込み協力体制を構築する

量は持っているので県内全店品揃えする時には必要

有人販売等で有機野菜の認知を高める 「みえるらべる」も共有

・喜多方市

24年12月から有機米の小中学校給食の提供スタート

25年は具体的な産地稼働喜多方市の活動計画に合わせた準備

帳合「若武商店」の小分け認証取得から集荷組織作り

・会津若松市

若武商店に会津ゾーンの集荷を集約しながらあさかのFreshと連携

分荷表も統一しながら対応していきたい

丸果を入れずに若武と「あいづ有機農法生産組合」直接取引検討

◎会津地区はZMや店長の協力必要あり（市の協議会）

・永島オーガニックファーム

25年生産計画の確認

継続的支援必須

若手生産者の紹介も検討

・楢葉昊ファーム

25年生産計画の確認

いわき店舗直納での取り組み

あさかのFresh帳合



29

秘Ｂ3-3 25年度計画（山形県） 門脇エリアMD連動

・川西町

協議がストップしているので再開必要

生産者リーダー「ジゴボッチャ」さんと確認

有機認証取得に向けて年数をかけても

準備は必要、長井中央さんと継続確認

・米沢市

毎年米沢市の有機イベントの開催が有り、

今後情報交換をして開催に参加する必要あり

・チバサンファーム

24年度から本格的スタート

秋作土物（玉ねぎ・さつま芋・人参等）山澤さん商品開始

長井中央の集荷も連携、今年の夏場商品拡大の可能性確認

・山形置賜産直センター（丸勘帳合）

人参、里芋、大根、ねぎ、かぶと昨年より品種は増えるが生産量は少ない

山形市内から北地区に出荷、置賜地区との扱い店舗のバランス、ダブりの改善

25度以降も量は変わらないと予測、継続維持必要、新規生産者の拡大課題

・高畠町

YBで取り組むためには有機ＪＡＳ認定の推進と町の理解、若手育成の支援必要

・新庄市 山形北地区の産地開発では重要ポイント、25年再度取組確認必要

山形県 大蔵村・蔵王チャンスあり

山形県全体の有機情報の収集、
県イベントの紹介、YBの店舗

イベント企画については

支援体制もあり

有機認証機関としての役割、

今後の拡大について25年度も

情報収集必要
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秘Ｂ3-4 25年度計画（宮城県） 門脇エリアMD連動

・栗原市

継続してスタートまでの情報交換の必要あり

米が主体で加工食品部との連携必要あり

・登米市

市としての取組、政策は明確になっている 25年度は具体的な実行政策に

ついて情報交換をしながら有機産地、品目作りの支援活動必要

YBもZMを入れて情報共有の場が必要

・大崎市

継続して進捗、情報共有、野菜の産地作りの依頼確認（米が主体）

現状地場野菜で大変お世話になっている

・大郷町

非常に好意的 大郷地区に有機を扱う「グリーンファーマーズ」有り、

現在生協、大郷道の駅に出荷デイリーポートにも入っている為

情報の共有も必要

・加美町

米主体 今後のテーマとしては野菜は必須 26年以降か JAが動けば◎

・大友ファーム（加美町）

現在有機JAS認証取得は

していないが、今後条件に

よっては考えている

・リロカリコクリ株式会社（加美町）

定期的に仙台ブランチに出品し

農薬不使用野菜の販売

有機認証は現在取らない方向
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秘Ｂ3-5 見える化ラベルの取り組み

環境負荷低減の取り組み

「みえるらべる」

農業者の温室効果ガス削減や

生物多様性保全の努力を星の数で

表示する

持続可能な未来の為に「見える化」

ラベル（愛称：みえるらべる）

目印に環境配慮して生産された

農産物

現状対象品目は23品目

野菜は15品目

生物多様性保全は「水稲」のみ

温室効果ガス削減で進める
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秘Ｂ

YB出店エリアの「オーガニックビレッジ宣言都市」

宣言を行い、有機農産物や特産品の販路拡大に積極的に取り組んでいる都市

3-6 25年度計画（オーガニックビレッジ宣言都市）

福島県② 喜多方市、二本松市

山形県⑦ 米沢市、鶴岡市、新庄市、川西町、高畠町、山形市、酒田市

宮城県③ 登米市、大崎市、栗原市

栃木県④ 市貝町、小山市、塩谷町、栃木市

茨城県③ 常陸大宮市、石岡市、笠間市

上の市町村と積極的なコミュニケーションを図り

生産者、商品の開発を行っていく

現在、栃木県の3市町とは定期的に商談や講演に参加している

23年度93市町村⇒24年度124市町村（+31市町村）に急拡大している

国の目標は2030年で200市町村
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秘Ｂ

福島県は全店を計画（78店舗+西ノ内で79店舗）

4県についてはオーガニックビレッジ宣言都市付近の店舗で拡大を計画する

3-7 25年度計画（店舗拡大計画）

◎宮城県（11店舗 45/68店舗）

登米市 登米中田、佐沼店

栗原市 築館店

大崎市 古川中里、涌谷、古川福浦、小牛田

加美町 中新田、古川地域と連携必要

他仙南ゾーン店舗の拡大 名取バイパス、相馬黒木、柳生

◎山形県（6店舗 14/22店舗）

米沢・南陽市 長井小出、米沢春日、南陽、成島、天童、天童老野森

◎栃木県（5店舗 27/38店舗）

市貝町、小山市、塩谷町 矢板、細谷店、

栃木市 栃木平柳、大平町店 新店古河店

◎茨城県（3店舗 28/42店舗）

石岡市・笠間市 石岡西、八郷店

常陸大宮市 常陸大宮店

宮城県で新規11店舗拡大

山形県で新規6店舗拡大

栃木県で新規5店舗拡大

茨城県で新規3店舗拡大
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秘Ｂ

・5月18日（日）ヨークベニマル西ノ内店で生産者さん自ら試食販売を実施

・販売する事が一番の目的だが有機野菜を知ってもらう取り組みとして実施

3-8 有人試食販売報告
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秘Ｂ

・有機野菜サラダセットを主力にほうれん草、小松菜、水菜、ラディッシュ

おかひじきなど試食販売を実施

3-9 有人試食販売報告
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秘Ｂ3-10 みえるらべる商品の販売事例
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秘Ｂ3-11 みえるらべる商品の販売事例

現在

・生産者数 2名

・品目数 5品目

今後

・3名、2品目増計画

課題

・品目

登録できる品目数が限られていて

生産者さんからの品目増の要望あり

・手続きの簡素化

パソコンが苦手な生産者さんが多く

手続きの簡素化が必要

・資材の支援

継続して支給してもらえる体制作り

が必要
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秘Ｂ

・ヨークベニマルの有機野菜

売上推移は4年間で約2倍

・地域別では都市部店舗

つくば市や仙台市、地方でも

郡山市、福島市中心部が伸長

・年代では子供がいる年代と

高齢者の購入頻度が高い

・購入品目としては葉物野菜、

土物野菜、サラダ野菜が多く

生活に密着した野菜が

購入頻度が高い

3-12 お客様の有機野菜購買量
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秘Ｂ

以上で報告を終了します


